Separation Sciencesの最終回に当たって
（東京理科大学薬学部）中村　洋（なかむら　ひろし）

　
１．はじめに

　1994年、（社）日本分析化学会（JSAC）の主催により、第1回を開催したSeparation Sciencesも今回で幕を閉じることとなった。Separation Sciencesの母体は1993年に開催した分離科学関連研究懇談会連合発表会であり、その準備が前年から始められていたので、Separation Sciencesの実質的な歴史は四半世紀近くのものになる。筆者はSeparation Sciences の立ち上げと毎年の運営に携わり続けてきた立場から20数年間の歴史を振り返り、JSACと日本の分離科学におけるSeparation Sciences の位置付けと存在意義を評価してみたい。

　なお、本稿はSeparation Sciences 2012における名誉講演「Separation Sciences 20年の歩み〜日本における分離科学の発展に向けて〜」［中村　洋、Separation Sciences 2012講演要旨集、p.3-4（2012）] を基にして、その後の局面を加味して再構成したものである。
２．Separation  Sciences設立の経緯
現在、（公社）日本分析化学会（JSAC）には17の研究懇談会があるが、分離科学関係で最初に設立されたのはガスクロマトグラフィー（GC）研究懇談会（1958年）である。その後、分離手法に関係するものとしては液体クロマトグラフィー（LC）研究懇談会（1974年）、電気泳動分析（EPA）研究懇談会（1982年）、イオンクロマトグラフィー（IC）研究懇談会（1989年）、フローインジェクション分析（FIA）研究懇談会（1990年）が順次設立された。
筆者の私見では、Separation  Sciences誕生の歴史はLC研究懇談会の活動なしには語れないので、以下にそのディテールを紹介させて戴く。武藤義一教授（東京大学生産技術研究所）を初代委員長に迎えて発足したLC研究懇談会は創設以来、例会を年に数回開催していたが、LCユーザーの増加に伴い1980年から毎年秋に液体クロマトグラフィー討論会を東京で開催することになった。さらに、1984年からは春に液体クロマトグラフィー小討論会を東京で始め、翌年からは地方で液体クロマトフラフィー小討論会を毎年春に開催することとなった（1988年の第5回からは液体クロマトグラフィー春季討論会と改称）。第10回記念液体クロマトグラフィー討論会は国際大会（CIS’89 TOKYO）を兼ねることになり、奥山典生教授（東京都立大学理学部）が当時の日本のトップを集めて組織委員会を構成した。日本都市センター（東京都港区）で行われたCIS’89（1989年11月17～20日）が大成功を収めたことに自信を得た奥山典生実行委員長らは、より自由な活動を求めてJSAC を離れ、1989年秋にクロマトグラフィー科学会を設立した。これにより、LC研究懇談会が主催してきた液体クロマトグラフィー討論会はクロマトグラフィー科学会議と改称され、翌1990年の秋からクロマトグラフィー科学会が主催するところとなった。液体クロマトグラフィー討論会がクロマトグラフィー科学会の主催となった後も、液体クロマトグラフィー春季討論会はLC研究懇談会が引き続き主催し、例えばクリエート浜松で行われた第9回液体クロマトグラフィー春季討論会（1992年）には200名を超える参加者があった。翌1993年、星野忠夫委員長（1990～1991年）の後を受けてLC研究懇談会の第3代委員長を務めていた筆者は、JSACにおける分離科学分野の連携を模索すると同時に、当時の思わしくない経済状況下にあったメーカーの要望を勘案し、展示企業の負担軽減を目的にJSAC傘下のIC（及川紀久雄委員長）、GC（保母敏行委員長）、FIA（本水昌二委員長）、各研究懇談会に呼びかけ、4研究懇談会共催による分離科学関連研究懇談会連合発表会を開催した。この連合発表会は、それまで各研究懇談会が独自に開催してきたそれぞれの討論会を持ち寄り、場所と時期を同じくしただけのものであった。例えば、LC研究懇談会については第10回液体クロマトグラフィー春季討論会を兼ねることとした。翌年、分離科学関連研究懇談会連合発表会の名称をSeparation  Sciences（省略する場合はSS）と改称し、同一実行委員会・プログラムの下に4研究懇談会が協力してSeparation  Sciences ’94を運営する態勢が整った。
３．Separation Sciencesの運営

a) 実行委員会　　各研究懇談会から派遣された2名（幹事研究懇談会は必要ならば3名）の実行委員とJSAC事務職員1名で実行委員会を構成し、実行委員長は幹事研究懇談会から選出することにした。SS’94はLC研究懇談会が幹事研究懇談会となって運営し、以後各研究懇談会が幹事を持ち回る方式（LC → IC → GC → FIA → EPA）での運営が現在まで続いている（表1）。

b) 講演内容　　実行委員会で討論主題を決定し、討論主題を勘案して各研究懇談会から1名の特別講演者を推薦願い、一般講演者（口頭発表、ポスター発表）を勧誘することとした。また、幹事研究懇談会から名誉講演者1名を推薦することとした。

c) 市民講演会　　余裕があれば、分析化学への理解とJSACの知名度向上のため、公的資金等を利用して一般市民に身近なテーマで市民講演会を開催することとした。

d) 予算　　収入は参加者の参加登録料、情報交換会参加費、機器・カタログ展示料、要旨集広告料が基本であり、支出は会場・設備費、ポスターボード借用料、要旨集作製費、実行委員会昼食代、講師謝礼・交通費、座長手当などが主なものである。SSはJSAC本部主催であるので、収支が赤字の場合には本部が穴埋めする約束となっているが、未だかつてその例はない。一方、余剰金が出た場合には、本部に50％、残りを参加研究懇談会に均等配分することを原則と決めた（所謂SSルール）。
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開催年 集会名                            開催地 幹事懇 実行委員長 

1993   分離科学関連研究懇談会連合発表会   東京          （中村 洋） 

1994   Separation Sciences ’94             東京    LC  中村 洋 

1995   Separation Sciences ’95             東京   IC    松島美一 

1996   Separation Sciences ’96             東京   GC  保母敏行 

1997   Separation Sciences ’97             東京     FIA    小熊幸一 

1998   Separation Sciences ’98          東京   EP  千田正昭 

1999   Separation Sciences ’99             東京    LC  中村 洋 

2000   Separation Sciences 2000       東京     IC     及川紀久雄 

2001   Separation Sciences 2001           東京    GC    竹内正博 

2002   Separation Sciences 2002       東京     FIA    山田正明 

2003   Separation Sciences 2003       東京     EP     小林英三郎 

2004   Separation Sciences 2004       野田   LC     中村 洋 

2005   Separation Sciences 2005           東京   IC      岡田哲男 

2006   Separation Sciences 2006           東京     GC     保母敏行 

2007   Separation Sciences 2007           千葉   FIA    小熊幸一 

2008   Separation Sciences 2008          野田     LC     中村 洋 

2009   Separation Sciences 2009      平塚     IC      三浦泰之 

2010   Separation Sciences 2010           幕張     GC     前田恒昭 

2011   Separation Sciences 2011          幕張     FIA     小熊幸一 

2012   Separation Sciences 2012           東京     LC     中村 洋 

2013   Separation Sciences 2013           東京   IC   後藤良三 

2014   Separation Sciences 2014       幕張     GC     前田恒昭 

 


４．Separation Sciencesの分離科学・JSACへの貢献

　SS が20数年間にわたって継続できたことは、それぞれの分野の発展に貢献したことは勿論、JSACにおいては分離科学の核を担った役割が見逃せない。JSACは1952
年に創立されて以来、分光学が主たる研究領域であったが、SSの誕生によってJSAC内での分離科学のシェアが拡大して検出科学と分離科学が程よくバランスされ、学会の健全な発展に寄与したことが、その後の会員の分野別構成比からも窺うことができる。
　また、高感度分析は分析化学の絶えざる目標の一つであるが、高感度検出のターゲットは時代と共に複雑なマトリックス中の微量・痕蹟量の生体物質に移行した。この状況は分離手法の重要性を再認識させるところとなり、SSがこの機を捉えて無機分析中心のJSACに有機分析の流れをしっかりと定着させることに貢献した事実も無視できない。

ところで、JSACは分析信頼性に対する社会の要請に応えるため、2010年度から分析士認証制度を創設したが、ここでもSSに参画する研究懇談会の存在は大きい。本認証制度は、個人の分析技量を初段から五段までの段位性で評価認定するものであり、現在までに液体クロマトグラフィー（LC）分析士とLC/MS分析士についてはLC研究懇談会が、またイオンクロマトグラフィー（IC）分析士についてはイオンクロマトグラフィー（IC）研究懇談会が全面的な協力を行っている。2014年度中には、液体クロマトグラフィー分析士認証試験は五段まで、LC/MS分析士認証試験は四段まで、イオンクロマトグラフィー分析士認証試験は二段までが実施される予定である。分析士資格取得者の増加に伴い、2012年11月には（公社）日本分析化学会分析士会が設立され、現在約1200名の分析士が登録されている。分析士認証試験の受験資格はJSACの非会員にも公開されているので、分析士認証制度は公益社団法人としてのJSACの社会貢献の一端を担うと共に、社会に学会の存在を知らしめる効果も併せ持つ。また、昨今の18歳人口の減少に伴う会員数の減少は、多くの学会にとって共通する悩みであるが、分析士認証制度は会員数の拡充と維持に一定の効果を有している点も指摘しておきたい。
５．Separation Sciencesの終焉
SS 2013の第1回実行委員会が開催された際、特別に加わったJSACのSS担当副会長から理事会の意向が伝えられた。即ち、JSACが主催する事業には秋の年会、春の討論会、夏のSSの3つがあるが、討論会の中でSSを開催できないかという打診であった。この提案が出てきた主要な理由には、最近の討論会がミニ年会化し、年会と討論会の差が顕著でなくなっているため、お祭り的な年会に対して討論会をじっくり議論する本来の形に戻すため、SSの研究発表を討論会で行って討論会を活性化して欲しいという趣旨であった。その場では決定できない重要な問題であるため、各研究懇談会とも提案を持ち帰って相談することとした。SS 2013開催後の最終実行委員会で再びこの提案について協議した結果、研究発表を中心とした従来の方式によるSSは、SS 2014をもって最終回とすることを決定し、従って討論会にもSSの組み込みは行わないこととした。この結論を出すには幾つか理由があったが、第1に討論会とSSの何れにも発表を予定している者にとっては同一期間に発表をすることが負担であり、殊に複数の演題を出せない者はSSよりも討論会での発表を優先するためSSでの発表件数が相当減少すると見込まれること、第2に各研究懇談会ともSS用の研究発表数の確保に最近は汲々としている状況があったためである。約四半世紀続いたSSは各方面で一定の役割を果たしたことは事実であり、理事会の提案が格好の契機となり、まさに潮時に終焉を迎えたと言えよう。これで、研究発表に力点を置いたSSは一旦消え行くが、SSの精神がこれまでに培われたヒューマンネットワークに引き継がれ、分離科学とJSACの今後の発展に貢献できることを期待する。
